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縦30㎝、横25㎝のスクラップブック、表紙を
めくると、見返しには楓の模様が刷られており、
スクラップブックといえども、とても豪華で立
派な冊子であることがすぐにわかりました。こ
のスクラップブックには、1889年から1938年ま
での様々なものが貼られており、79ページにわ
たる全体に目を通すだけでも、小一時間要しま
した。書き込まれた筆跡などから、おそらく15
代、17代校長を務めたハミルトン先生が作成し
たものではないかと思われます。実際に手に
取ってみると、ここに刻まれた約50年間の歴史
の重みを改めて感じ、感慨深いものがありまし
た。その内容の一部を年代順に紹介します。
最初のページに貼られていたのは、ブラック
モア先生時代の 4 階建て木造校舎の写真です。
続いて、1889年閉校式のプログラムがありまし
た。下級生向けの午後の部と上級生向けの夜の
部と 2回行われた修業式のようです。プログラ
ムには、英語と日本語の両方が印刷されていま
した。
1902年 3 月27日に行われた卒業式の式次第に
は、「君が代」の斉唱が明記されていました。
この慣習は、戦争が終わるまで続いたようです。
1909年、ブラックモア先生の時代に創立25周
年のお祝いをしていたことがわかりました。こ
れ以降、 5年ごとにお祝いをするのが慣例と
なっていったようです。
差出人が「西洋教師一同」となっている1909
年のクリスマスカードがありました。生徒一人
ひとりに送られたものなのでしょうか。
1919年に行われた体操競技会のプログラムに
は、たくさんの種目が明記されており、幼稚園
児から高等女学科の生徒までが一緒に楽しんだ
ことが伝わってきました。「デッドボール」と
いうのは、今でいう「ドッジボール」のことな
のかもしれません。
1919年、上田から保姆養成所が東洋英和女学
校に移ってくると、翌年1920年の卒業式プログ
ラムには、「保姆養成科」の卒業生の名前が記
されていました。さらに次の年である1921年の
卒業式のプログラムには「幼稚園師範科」となっ
ており、短期間の間に名称を変えながら幼稚園
師範科が設立されたことがわかりました。
所々に貼られた当時の先生方の写真を見ると、
ほとんどが女性の先生であり、宣教師の先生を
始めとする女性の先生方がリーダーシップを発
揮して学校を運営していたことがうかがえます。
高等女学科教職員
1928年の高等女学科の卒業生の中には、のち
に院長となる光明照子先生がいらっしゃいまし
た。東洋英和は、卒業生がのちに母校の教師と
なることが今でもよくありますが、この頃は、
特に優秀な卒業生にはWMS（カナダ合同教会
婦人ミッション）が援助して留学経験、学位取
得をさせることで、将来の東洋英和を担う人材
を育てていた仕組みがあったようです。
1929年にカナダと日本の国交が樹立すると、
東洋英和とカナダとの結び付きがさらに深まり
ました。1930年の 2月には、駐日カナダ公使で
あるマーラー閣下が来校され、そのことが当時
の新聞にも報じられていました。 3月の卒業式
のプログラムにはマーラー閣下が出席の予定と
なっています。
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1930年の文芸会は日本青年館で行われ、1931
年の卒業式は麻布教会堂（現鳥居坂教会）で行
われていました。新校舎が完成するまでは、た
くさんの人が集まる行事のたびに、広い場所を
借りていたようです。
1932年 6 月12日は「フラワーデー」のメモが
あり、小学科・女学科共に子供の日礼拝が守ら
れていました。一緒に「子どもの日のうた」を
歌い、村岡花子さんの話を聞いています。
1933年 3 月には、講堂落成式と卒業式が同時
に行われ、 5月には新校舎の落成式、そして祝
賀バザーが行われました。バザーの入場券から
も当時の祝賀ムードの雰囲気を感じます。手土
産には、新しく定められたばかりの校章が印さ
れたビスケットがふるまわれたようです。また、
この年の11月にはカナダ合同教会婦人ミッショ
ン宣教50年のお祝いがあり、そこでは聖歌隊の
賛美が捧げられていました。この年は特に、東
洋英和にとって大きな喜びの一年となりました。
そしてこの年から、今も続く追悼記念日礼拝が
始まりました。第 1回目のプログラムには、た
くさんの先生方や卒業生の名前が書き連ねられ、
その年だけでなく、それまでに天に召された東
洋英和に関わる方々のために祈りが捧げられた
ようです。その最初の方にはやはり、クレイグ
先生のお名前がありました。今も大講堂にその
名が残るクレイグ先生を特別に覚えて追悼記念
日礼拝が始まったことを物語っています。
東洋英和には、創立当初からの数多くの資料
や記録がたくさん残されており、そのおかげで、
先生方がどのような思いでこの東洋英和を守り
受け継いできたのかを、私たちは垣間見ること
ができます。これだけたくさんの資料が残され
た背景には、戦時中に校舎が焼けずに守られた
ことがあります。しかし、それだけではありま
せん。このスクラップブック一つをとっても実
に49年もの間、歴代の校長先生に引き継がれて
詳細な記録が残されていき、そして学院の歴史
の節目には、記録をまとめた記念誌が発行され
ていきました。
一人ひとりの先生方が几帳面に記録を残して
くださり、さらにそれをまとめる作業を繰り返
すなかで、私たちは東洋英和の長い歴史を詳細
に知ることができるようになったのです。この
膨大な東洋英和の歴史は、かつて東洋英和で学
んだもの、現在学院で学ぶものや教えるもの、
さらにこれから東洋英和に連なるものにとって、
大きな財産となっています。今回このスクラッ
プブックにふれ、長い歴史を物語るこれらの資
料を今後も大切に継承する意義の大きさを実感
すると共に、現在の東洋英和についての詳細な
記録を丁寧に残していくことの重要性を改めて
感じました。私たちの愛する東洋英和をいつも
守り導いてくださる神さま、そして今までのす
べての先生方や生徒、支えてくださった方々の
お働きに感謝いたします。
（すずき ようこ　小学部教諭・史料室委員）
☆展示のお知らせ：
現在、本部・大学院棟において「初公開！校
長室のスクラップブック　─1889-1938　東洋
英和のあゆみ─」と題して、この初期スクラッ
プブックを展示・紹介しています。
（2018年 3 月24日まで）
第 1 回目の追悼記念日礼拝
プログラム
1934年までの東洋英和関係者召天者名簿の冒頭
2 人目にミス・クレイグの名が記されている
